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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の通話装置と会話音声を含む通話を行うと共に、音声を含むコンテンツを同期して視
聴することが可能な通話装置であって、
　前記通話装置は、前記他の通話装置にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを優先し
て出音設定するための出音レベル設定変更指示情報を前記他の通話装置に送信する手段を
備えることを特徴とする通話装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置で操作したときに、該通話装置から前記他の通話装置に出
音レベル設定変更指示情報を送信することを特徴とする通話装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置の会話音量レベルが一定量を上回ったときに、前記通話装
置から前記他の通話装置に出音レベル設定変更指示情報を送信することを特徴とする通話
装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置の出音設定として、エコーキャンセラの設定を変更
することを特徴とする通話装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置の出音設定として、会話音声の音量を上げて、コン
テンツ音声の音量を下げることを特徴とする通話装置。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置の出音設定として、異なるスピーカで出音させるこ
とを特徴とする通話装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置の出音設定を変更した後に、所定時間、前記他の通
話装置の操作による出音設定の変更を禁止もしくは制限することを特徴とする通話装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置の出音設定を変更した場合に、これに連動して前記
通話装置の出音設定を変更することを特徴とする通話装置。
【請求項９】
　他の通話装置と会話音声を含む通話を行うと共に、音声を含むコンテンツを同期して視
聴することが可能な通話装置であって、
　前記通話装置は、該通話装置にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを優先して出音
設定するための出音レベル設定変更指示情報を前記他の通話装置から受信する手段を備え
、該受信した出音レベル設定変更指示情報に従って出音設定を変更することを特徴とする
通話装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置の出音設定として、エコーキャンセラの設定を変更するこ
とを特徴とする通話装置。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置の出音設定として、会話音声の音量を上げて、コンテンツ
音声の音量を下げることを特徴とする通話装置。
【請求項１２】
　請求項９～１１のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置の出音設定として、異なるスピーカで出音することを特徴
とする通話装置。
【請求項１３】
　請求項９～１２のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置の出音設定を変更した後に、所定時間、前記通話装置の操
作による出音設定の変更を禁止もしくは制限することを特徴とする通話装置。
【請求項１４】
　請求項９～１３のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置から出音レベル設定変更指示情報を受信した場合に
、該出音レベル設定変更指示情報による出音設定の指示を無効化し、前記通話装置の出音
設定を変更しないことを特徴とする通話装置。
【請求項１５】
　他の通話装置と会話音声を含む通話を行うと共に、音声を含むコンテンツを同期して視
聴することが可能な通話装置であって、
　前記通話装置は、前記他の通話装置から受信した混合音量比情報に従って会話音声とコ
ンテンツ音声を混合した混合音声を前記他の通話装置に送信する手段と、
　前記他の通話装置にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを優先して出音するように
、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更する手段とを備えることを特
徴とする通話装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置で操作したときに、前記他の通話装置に送信する混合音声
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の混合音量比を変更することを特徴とする通話装置。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、該通話装置の会話音量レベルが一定量を上回ったときに、前記他の通
話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更することを特徴とする通話装置。
【請求項１８】
　請求項１５～１７のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比として、会話音声
の音量を上げて、コンテンツ音声の音量を下げることを特徴とする通話装置。
【請求項１９】
　請求項１５～１８のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更した後に、
所定時間、前記他の通話装置の操作による混合音量比の変更を禁止もしくは制限すること
を特徴とする通話装置。
【請求項２０】
　請求項１５～１９のいずれか１項に記載の通話装置において、
　前記通話装置は、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更した場合に
、これに連動して前記通話装置にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを優先するよう
出音設定を変更することを特徴とする通話装置。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか１項に記載の通話装置と他の通話装置とで構成される通話シ
ステム。
【請求項２２】
　請求項１～２０のいずれか１項に記載の通話装置としての機能を実行するためのプログ
ラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】通話装置、通話システム、及びプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、通話装置、通話システム、及びプログラム、より詳細には、電話通信などネ
ットワークを介して双方向音声通話を行なう際に、通常の音声通話で扱っている話者の声
や周りの音を意味する会話音声と、ネットワーク上にある動画ファイルの音声やビデオデ
ッキに録画された番組などのコンテンツの音を意味するコンテンツ音声といった複数の音
声を同時に出力しながら音声コミュニケーションを行なう通話装置、通話システム、及び
プログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、上述のごとき実情に鑑みてなされたものであり、会話音声とコンテンツ音声
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といった複数の音声を同時に出力しながら音声コミュニケーションを行なう状況において
も、送話側から操作することにより、相手（受話）側において会話音声の出音を優先させ
て、会話音声を確実に相手に聞かせることができる通話装置、通話システム、及びプログ
ラムを提供すること、をその目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、他の通話装置と会話音声を含
む通話を行うと共に、音声を含むコンテンツを同期して視聴することが可能な通話装置で
あって、前記通話装置は、前記他の通話装置にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを
優先して出音設定するための出音レベル設定変更指示情報を前記他の通話装置に送信する
手段を備えることを特徴としたものである。
　なお、ここで述べる通話装置は、少なくとも音声通信を備えるが、通常のテレビ電話と
同様に音声通信と共に映像通信を行なってもよく、固定電話、テレビ電話、携帯電話、Ｐ
Ｃなど様々な形態が考えられる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記通話装置は、該通話装置で操作した
ときに、該通話装置から前記他の通話装置に出音レベル設定変更指示情報を送信すること
を特徴としたものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　第３の技術手段は、第１の技術手段において、前記通話装置は、該通話装置の会話音量
レベルが一定量を上回ったときに、前記通話装置から前記他の通話装置に出音レベル設定
変更指示情報を送信することを特徴としたものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　第４の技術手段は、第１～第３の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は、前
記他の通話装置の出音設定として、エコーキャンセラの設定を変更することを特徴とした
ものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　第５の技術手段は、第１～第４の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は、前
記他の通話装置の出音設定として、会話音声の音量を上げて、コンテンツ音声の音量を下
げることを特徴としたものである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　第６の技術手段は、第１～第５の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は、前
記他の通話装置の出音設定として、異なるスピーカで出音させることを特徴としたもので
ある。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第７の技術手段は、第１～第６の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は、前
記他の通話装置の出音設定を変更した後に、所定時間、前記他の通話装置の操作による出
音設定の変更を禁止もしくは制限することを特徴としたものである。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第８の技術手段は、第１～第７の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は、前
記他の通話装置の出音設定を変更した場合に、これに連動して前記通話装置の出音設定を
変更することを特徴としたものである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　第９の技術手段は、他の通話装置と会話音声を含む通話を行うと共に、音声を含むコン
テンツを同期して視聴することが可能な通話装置であって、前記通話装置は、該通話装置
にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを優先して出音設定するための出音レベル設定
変更指示情報を前記他の通話装置から受信する手段を備え、該受信した出音レベル設定変
更指示情報に従って出音設定を変更することを特徴としたものである。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　第１０の技術手段は、第９の技術手段において、前記通話装置は、該通話装置の出音設
定として、エコーキャンセラの設定を変更することを特徴としたものである。
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　第１１の技術手段は、第９又は第１０の技術手段において、前記通話装置は、該通話装
置の出音設定として、会話音声の音量を上げて、コンテンツ音声の音量を下げることを特
徴としたものである。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　第１２の技術手段は、第９～第１１の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は
、該通話装置の出音設定として、異なるスピーカで出音することを特徴としたものである
。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　第１３の技術手段は、第９～第１２のいずれか１の技術手段において、前記通話装置は
、該通話装置の出音設定を変更した後に、所定時間、前記通話装置の操作による出音設定
の変更を禁止もしくは制限することを特徴としたものである。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　第１４の技術手段は、第９～第１３の技術手段のいずれか１において、前記通話装置は
、前記他の通話装置から出音レベル設定変更指示情報を受信した場合に、該出音レベル設
定変更指示情報による出音設定の指示を無効化し、前記通話装置の出音設定を変更しない
ことを特徴としたものである。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　第１５の技術手段は、他の通話装置と会話音声を含む通話を行うと共に、音声を含むコ
ンテンツを同期して視聴することが可能な通話装置であって、前記通話装置は、前記他の
通話装置から受信した混合音量比情報に従って会話音声とコンテンツ音声を混合した混合
音声を前記他の通話装置に送信する手段と、前記他の通話装置にて会話音声とコンテンツ
音声のいずれかを優先して出音するように、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合
音量比を変更する手段とを備えることを特徴としたものである。
【手続補正２０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　第１６の技術手段は、第１５の技術手段において、前記通話装置は、該通話装置で操作
したときに、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更することを特徴と
したものである。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　第１７の技術手段は、第１５の技術手段において、前記通話装置は、該通話装置の会話
音量レベルが一定量を上回ったときに、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量
比を変更することを特徴としたものである。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　第１８の技術手段は、第１５～第１７の技術手段のいずれか１において、前記通話装置
は、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比として、会話音声の音量を上げて
、コンテンツ音声の音量を下げることを特徴としたものである。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　第１９の技術手段は、第１５～第１８の技術手段のいずれか１において、前記通話装置
は、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更した後に、所定時間、前記
他の通話装置の操作による混合音量比の変更を禁止もしくは制限することを特徴としたも
のである。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　第２０の技術手段は、第１５～第１９の技術手段のいずれか１において、前記通話装置
は、前記他の通話装置に送信する混合音声の混合音量比を変更した場合に、これに連動し
て前記通話装置にて会話音声とコンテンツ音声のいずれかを優先するよう出音設定を変更
することを特徴としたものである。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２９】
　第２１の技術手段は、第１～第２０の技術手段のいずれか１における通話装置と他の通
話装置とで構成される通話システムである。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　第２２の技術手段は、第１～第２０の技術手段のいずれか１における通話装置としての
機能を実行するためのプログラムである。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

